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５月30 日 第VⅢ会場　午後1 :00 ～3 :45

あ ん 調 製 申 の 無 機 成 分 に つ い ての 研 究

別 府 大 短 大　 江 後迪 子

目 的　 あ ん は わ が国 で 古 く か ら 使 わ れ て い る が、 小 豆 よ り こ し あ ん を 調製 するSI  水 煮 、 渋

切 り 、ろ 過 な ど の操 作 が 行 な わ れ る 。 原 料 の 小 豆 の 総 無 機 成 分 が こ れ ら の 調 理 操 作 の 際

ど の よ う な 動 向 を 示 す の か を 検 討し た 。

方 法　 水 分、 灰 分 は 常 法 に よ り 、p  は モ リ ブ デ ン 青 法 、Ca 、Fe 、 Ｋ、Mg 、Cu 、Zn     は 原 子 吸

光 法 に よ っ て 測 定し た 。小 豆 は Ｊ 試 料 を 用 い 、 Ｊ 点 に つい て 実 験し た 。 試 料 は い ず れも

昭 和 ぷ＆年北海 道 産 で、 大 納 言2 種 お よ び 小 豆 ／種で あ る 。 あ ん の 調 製 は 、 家 庭 に お け る

調 理 を 想 定 し、 水 煮 、 渋 切 り 、 再 加 熱 、 摩 砕 、ろ 過 （ 皮 を 除 く ） 再ろ 過( 沈 で ん 物 分 離）

を 行 な い、 渋 切 り 液 、 皮 部 。あ ん 上 澄 液 、あ ん の μ 分 画 とし て各 無 機 成 分を 測 定し た。

結 果　 原 料と し た 小 豆 の 無 磯 成 分をノ00 と し たと き 、 灰 分 で は 回 収 率9  3% で 渋 切 り 液 部

/ぶ% 、 皮 擲n% 、 あ ん の 上 澄 部S2 ％ 、 あ ん 擲30% で あ っ た 。P    は 渋 切 り 液 擲//% 皮 擲 。忿

％ 、あ ん 上a  部/ ぶ％ 、あ んSB  り% 、re  は 渋 切 り 液 ぷ% 、 皮SB  む ％、あ ん 上 澄 擲9  % 。 あ

ん部 お ％で あ っre 。K     は 渋 切 り 液/ ￥％ 、 皮 罵9  ％ 、あ ん 上 澄SB  33.% 、 あ ん 擲32% 、Mg  は

渋 切り 液/0% 、 皮as  2! ％、 あ ん 上 澄 部 。22％ 、 あ んgB  33% で あ っ た 。Cu は 渋 切 りm.  //%｡

皮 部30% 、 あ ん 上 澄 部//% 、 あ んgii 13% 、Zn  は 渋 切 、り 液//% 、 皮 擲21 ％ 、 あ ん 上 澄 部&

％ 、 あ んas  10% で あ っ た。

こ の よ う にあ ん 調 製中 の 各 無 機 成 分 の 動 向 は 元 素に よ り 異 な る が 、あ ん 中 へは ほ ぽ30 ～

10% が 残 存 す る も の と 考 え ら れ た 。


